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シングには内部の可視化するために，透明の排水管用のパイプ及び継手（呼び径 30，内径 31 mm）
を使用した．スクリューの仕様を以下に示す． 
 
・外径 ：30 mm ・厚さ ：3 mm 
・軸径 ：10 mm ・長さ ：90 mm 


















填率については，50 %は粉末投入エリア直下の輸送エリアに試料が 50 %程度充填させている状態，
100 %は粉末充填エリアまで一杯に充填し，ピストンで押し込んでいる状態を意味する．実機で使











図 2 短時間微小重力実験用カプセルおよび実験機器の搭載状況 
 















Powder sample Particle size Powder shap
No.1 50% Bullets for model guns 6mm Sphere
No.2 50% Glass beads A 710～500µm Sphere
No.3 50% Glass beads B 150～125µm Sphere
No.4 50% Aluminum powder 500～150µm Needle, Spindle
No.5 100% Glass beads B 150～125µm Sphere











図 3 実験条件 1における試料挙動の可視化結果 
（粉末充填率 50 %，試料：モデルガン用弾丸（直径φ6 mm） 
 







図 4 実験条件 5における試料挙動の可視化結果 




















































表 3 水素製造実証実験条件 
 
 
 図 5に Al-30wt%Znを用いた実験の結果を示す．製造手法ごとに比較すると，Al-30wt%Znと






図 5 MAにより生成したアルミ合金粉末による水素製造量の時間変化 
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